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言 語 に よ り豊 か に 自己 を 表 現 す る力 を 育 て る指 導 の在 り方

1主 題設定の理 由

21世 紀を 目前 にひかえ,社 会は急激な変貌を遂げつつあ る。情報化,国 際化 はますます進

展 し,他 者 とコ ミュニ ケーシ ョンを図 る能力は今 まで以上に求め られ るよ うにな ると考え ら

れ る。中で も,自 分の思 いや考えを他者 に伝えるカ は欠 くことので きない ものである。

ところが,近 年,買 い物などの 日常生活におけるコ ミュニケー シ ョンの場 の減少 や家庭に

おける会話の機会 の減少 など,互 いの意思疎通の機会はます ます少な くな って きてい る。社

会全体 と して人間関係の希薄化が進む中で,日 常の生活 において 自分の思いや考えを豊か に

表現す る機会は極 めて減少 していると考え られる。 このため,日 常 の言語生活の中だけで は

豊かに自己を表現す る力が育 ちに くい状況がある。

高校生の 日常会話において も,「 かわ いいjFむ かつ く」な ど,自 分の思いや考えを単純

化 し,豊 か とは言い難 い画一的な言葉で表現 しよ うとす る現象が見 られ る。 こうした ことは,

語彙 や コ ミュニ ケー シ ョンの場の不足か らくる自分の表現 力への 自信のなさや,表 現の仕方

を工夫 して も伝 わる内容 に大差ないので はないかとい う,言 語への信頼感の不足な どに起因

す るもの と考え られ る。 さらに,受 け手 の側 も単純化 された表現だけで相手の思いや考えを

十分に理解で きた と思 い込んで しまう場合 も多い。高校生 の間で流行 して いる 「ポケベル」

や シール写真の交換 は,た わい もない メッセージを日に何度 も交わ し合 ったり,友 達 と一緒

に撮 った写真を共有 した りす ることで,希 薄な人間関係を補お うとす る新 しいコ ミュニケー

ションの手段であ るとも考え られ る。

このよ うな状況にあ って,学 習指導要領 は,表 現指導の充実,特 に自分の思いや考えをま

とめて表現す ることの重要性 をその骨子 に示 し,第15期 中央教育審議会第一次答 申は,表 現

力の育成 にかかわ る能 力 として,い かなる場面で も他人 と協調 しっっ 自律的 に社会生活を送

ってい く力や,自 分に本 当に必要 な情報 を選択 し主体的 に自らの考えを築 き上げて い く力の

育成を掲 げて いる。また,こ れ らを受けた教育課程審議会 「中間まとめ」(平 成9年11月)

で は,自 分の考えを もって,筋 道立てて表現す る力の必要性が述べ られている。

言語によ り自己を表現 する力を育て ることは,言 うまで もな く国語科 の重要な課題であ る。

しか し,国 語科の授業において は,依 然 として読む ことの指導 に重点が置かれ る傾向があ り,

表現力育成 の指導 は十分で あるとは言えない。 自己を表現す る機会 を意図的に設定 して も,

ス ピーチや作文 とい った表現活動は もちろん,授 業申の発言に さえ も大 きな抵抗感 を もっ生

徒が多いのが実情であ る。 また,表 現指導を行 う際に も,指 導 内容や方法が確立 されていな

いために,十 分 な効果を上げ られない状況がある。本研究で実 施 した実態調査において も,

大半の教員が表現力の育成につ いて重要だ と考えなが ら,時 間をかけた十分 な指導 は不足 し

ていると認識 して いる状況が うかがえ る。そ こで本研究 においては,「 言語 によ り豊か に自

己を表現 す る力を育て る指導の在 り方 」を観究主題 として設定 した。

「言語 によ り」と したのは,複 雑な事柄や抽象的な概念の伝達 や認識を行 う手段 として,

言語が最 も有効で あるか らにほかな らないが,言 語その ものや言語 によって創造 され た文化

に 目を向け ることによって,生 徒に言語の力を再認識 させ,言 語へ の信頼感を回復 させ るね
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らいがあ るか らで ある。 また,「 言語によ り」 とは,文 字言語 ・音声言語 の限 定をせず,自

分 にとって表現 しやすい方法 を選択 させ ることも意 図 している。 「豊かに表現す る」 ことに

つ いて は,ま ず表現の内容 として,一 人一人 によ って更には対象 によって異 なるそれぞれの

思 いや考えが十 分に表れてい ること,そ して,そ れが思考力や想像力,言 語感覚を十分に働

かせて作 り出 した ものである ことが重要である。次 に表現の方法 として,語 の選択や構成の

仕方 など,相 手 に適切 に伝 え る工夫をす ること,相 手の立場や考 え,受 け取 り方 に配慮 した

表現 をす ることも必要であ る。す なわ ち,物 事 に不快や反発を感 じた場合,そ れを 「むかっ

く」などの一語 ではな く,何 の どのよ うな点 に対 して 自分はどのよ うに思い考え たのか とい

う内容 を,相 手 が的確 に理 解で きるよ うに表現の方法を工夫 して伝え る ことが,「 豊かに表

現す る」とい うことで ある。 「自己」とは,表 現の主体 となるもので あ り,表 現す るための

内容 を もっ存在であ る。 しか し,「 自己を表現す る」際に,自 己のすべてを表出す ることは

不可能で ある。そ こで本研究 においては,表 現 の対象 となる自己を,あ る事物に対 したとき

の 自分の思 いや考え として と らえ ることと した。 それ らは感動や共感 であった り,疑 問や反

発であ った りす るが,そ こには自分の生 きて きた経験や価値観が反映 され ると考える。

皿 主題解 明の方法

本研究 において は,標 記の主題を解明するために,生 徒の表現の特色や表現 にかかわる授

業実態 と教 師の意識調査を行 った。その結果,多 くの教 師が生徒の 自己を表現す る力の不足

を実感 していなが らも,人 数 や時 間の制約か ら表現 にかかわる授業がで きないとい う問題意

識を もっている ことが分か った。 また親 しい友達 同士 の会話 には抵抗を感 じないが,授 業中

の発言や見知 らぬ人 との会話,文 字言語による表現 に抵抗を感 じて いるとい う生徒の実態 も

明 らか にな った。生徒が 自己を表現 しよ うとす る際の問題点は次 のよ うにま とめ られ る。①

表現すべ き内容が見っか らない。②表現 した くな る場 面が少ない。③表現方法が分か らない。

④言語への信頼感 や表現活動 に対 する自信がない,の4点 である。

① 「表現すべ き内容が見つか らない」のは,生 徒に は自己を表現す るとは,ど のよ うな こ

とか分か らない ことが原因だ と考 え られ る。そ こで本研究においては,自 己を表現す ること

を事物 に対 した ときの自分の思いや考えを表出す ることとし,そ の対象 と して他者の話や文

章などを提示す ることに した。② 「表現 した くなる場面が少ない」のは,表 現 する必然性 を

感 じる機会が少ない とい うことであ る。 これは生徒 自身が表面的なや りとりで コ ミュニ ケー

ションが成立 してい ると思い込んでいることや,他 者 との意見の摩擦 を避 ける傾 向な どが原

因である と考え られ る。 そこで本研究で は,生 徒の疑問や反発に着 目 し,自 分の思 いや考え

を表現 した くな るよ うな学習活動を設定 した。③ 「表現方法が分か らない」のは,語 の選択

や構成 の仕方,相 手 に配慮を した表現方法が分 か らな いということと,教 師の表現方法の指

示が個 々の能力や特性 に必ず しも対応 して いないためだ と考え られ る。そのために,多 様な

表現方法を提示 し,生 徒が 自分 に合 った表現方法 を選択で きるよ うに指導方法を工夫す るこ

とに した。④ 「言語への信頼感や表現活動 に対する自信がない」の は,言 語 によ って 自己を

表現す る体験が乏 しいため,言 葉の力を実感 してお らず,ま た 自己を表現 した ときの他者か

らの否定的評価の積み重ねによ って,自 分 の表現 に 自信が もてな いか らだと考え られ る。そ
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こで.学 習活動を段階的 に設定 し,一 人一人が豊かに自己を表現で きるよ うにな る過程を実

感で きる指導方法を工夫 した。また,学 習活動 の各段階 において,肯 定 的評価をす るよ う指

導計画を立案 した。

以上のよ うな学 習指導 の意図を実現す るため,本 研究 においては,「1蟹 付箋デ ィベ ー 稲

によ り,豊 か に自己を表現す る力を育て る指導 の工夫」,「2小 説の読解指導 との関連で,

豊かに 自己を表現す る力を育て る指導の工夫」,「3古 典 の学習を通 して,豊 か に自己を表

現する力を育て る指導 の工夫 」の三つの指導 法にっいて研究授業 とその分析を行 った。 なお,

各指導法 とも3～5校 で研究授業を行 い,そ の都度,指 導 内容 ・方法に改善を加え るととも

に,生 徒や学校の実態 に応 じて教材や指導方法を工夫 してい った。

「1r付 箋 デ ィベ ー ト』によ り,豊 か に自己を表現する力を育て る指導の工夫 」で は,新

聞記事を教 材 として,自 分の思 いや考 えを表現す るために必要 な情報を収集整理 し分析す る

力を養 うとともに,他 者の疑問や反論を知 り,そ れ に応えなが ら自分の思 いや考 えを適切に

伝えてい く力の育成を 目指 した。生徒が それぞれの興味 ・関心 に応 じて選んだ記事を教材 と

し,「 付箋デ ィベー ト」の学習活動を設定す ることにより,生 徒一人一 人が主体的に課題に

取 り組む ことがで きるよ うに した。 「付箋 デ ィベ ー ト」で は,グ ループ内で互いに質問や反

論 とそれに対す る回答を交わす中で,自 分の思 いや考えを具体化 した り深 めた りして表現す

る学習活動 を通 して,「 言語によ り豊かに 自己を表現す る力jの 育成を 目指 した。また,発

表の方法について も文字言語,音 声言語の限定 をせず,意 見文 とス ピーチとか ら生徒が 自分

に合 った表現方 法を選択で きるよ うに した。

「2小 説の読解指導 との関連で,豊 かに 自己を表現する力を育て る指導の工夫」では,青

年期特有の悩み に直面す る登場人物の心理的葛藤 を描いたr春 愁』を取 り上げた。 了春愁』

は登場人物の立場や考えが明確に表現 されているため,生 徒が それぞれの立場か ら登場人物

への共感や疑問,反 発を もって 自分 の思 いや考えを表現 しやす い教材で ある。本単元では,

まず登場人物の立場 や言動 を想像 し,次 に同 じ状況 に置かれた 自分にっいて考え るという段

階を経て,登 場人物 との対比か ら自己を見直 して表現す る学 習活動を設定 した。 また,ロ ー

ルプ レイ ングや手紙な ど,生 徒が様 々な表現方法を体験で きるよ う指導計画を立案 した。

「3古 典の学習を通 して,豊 かに 自己を表現す る力を育 て る指導の工夫 」では,和 歌を教

材 と し,和 歌 の作者や他の生徒 との対比 によって,自 分の思いや考えを深 めて表現す ること

を 目標 と した。具体的 には,ま ず十数首の和歌を提示 し,そ の中か ら各 自一首選 び,辞 書を

用 いた意味調 べを基 に,想 像 力を働かせて和歌の背景や心情を読み取 って表現 した ものを グ

ループ内で発表 し合 った。その際,口 語訳 を行わず,和 歌か ら直接想像 をふ くらませ ること

と した。次 に和歌の学習を通 じて見つめ直 した自己の思 いや考え,体 験を 「私の作品 」と し

て文章 または詩歌 によ り表現 し,こ れを基にポスターセ ッションを行 って,互 いの考えを交

換 し合 う学 習活動 を設定 した。

なお,指 導 計画の立案 に当た って,音 声言語 による表現の指導については,東 京都立教育

研究所国語研 究室 「音声言語 による表現力に関す る研究一児童 ・生徒の話す ことの能力を高

める学習指導一 」を,文 学 的文章の読解指導 につ いて は,同 研究室 「文字言語によ る理解力

に関す る研究一 文章 の叙述 に即 して豊か に想像す る力を育 てる学習指導一 」を参考に した。
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資料 「研究の構想の概要」

「趨讐 曇お葱
文字離れ

・価値観や生活観の多様

化
・科学技術の進歩や経済

発展に伴う生活体験の
乏 しさ

・核家族化などの影響

b
・人間関係の希薄化 と意

思疎通場面の減少

「 〔生徒 や指導の実態〕■

〈生徒の実態 〉
・自分の思 いや考 えを言1

語 によ り適切に表現す,

ることが苦手。1
.言 語表現 に対する抵抗1

感。[
・(1)表 現す る内容が見つii

か らない。
1(2)表 現す る場面が少な

4'o

(3)表 現方法が分か らな

い。

(4)言 語への信頼感や表1

現活動に対す る自信

がない。

〈指導 の実態 〉
・読解 中心の学習指導

・個に応 じた指導の困難

さ(時 間的制約 など)

と指導方法の未確立

「畿 瓢 改訂の方
針
表現指導 の充実,特 に

自分の考えをまとめて

表現す ること
・第15期 中央教育審議会

第一次答申

(1)他 人 と協調 しっっ 自

律 的に社会生活を送 っ
てい く力

(2)自 分 に本当に必要な

情報 を選択 し,主 体的 【
に自らの考えを築 きあi

げてい く力。
・教育課程審議会 「中間

まとめ」

自分の考 えを もって,

筋道立てて表現す る力

↓

言語 によ り自己を表現

す る力の育成

〔研究主題〕

f言語により豊かに自己を表現する力を育てる指導の在 り方」

〔調査研究〕

・生徒 の言語表現 についての実態調査

・教 師の表現指導 についての意識 と実

態の調査

「 〔文献研究〕
・言語及び表現に関する基礎的理論
・学習指導要領の指導事項の確認

・先行研究における指導事例

〔学習指導の基本的な考え方〕

(D自 己を表現す る ことを,事 物 に対 した ときの自分の思 いや考えを表出す ることと

とらえ る。

(2)自 分の思 いや考えを表現 した くな る場面を設定す るため,生 徒 の疑問や反発 に着

目して指導計画 を立案す る。

(3)多 様 な表現方 法を提示 し,自 分 に合 った表現方法を選択で きるよ うに指導方法を

工夫す る。

(4)表 現活動 に対 して 自信を もたせ るため,学 習活動を段階的 に設定 し,そ の過程を
・実感で きるように指導方法を工夫す るとともに肯定的評価をす る。

〔学習指導研究〕

・指導内容や方法の開発,検 討
・研究授業の実施(3事 例のそれぞれに

ついて3～5校 で実施)
・生徒の学習状 況の分析

・指導の有効性にっいての考察

〔指導事例〕

1「 付箋 ディベー ト」によ り,豊 かに

自己を表現す る力を育て る指導の工夫

2小 説の読解指導 との関連で,豊 かに

自己を表現す る力を育て る指導の工夫

3古 典の学習を通 して,豊 かに 自己を

表現す る力を育て る指導の工夫
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皿 学習指導 の実 際

1「 付箋デ ィベー ト」によ り,豊 か に自己を表現す る力を育て る指導の工夫

1.単 元名 「付箋デ ィベ ー ト」で,自 分の意見を組 み立てて表現す る。(「 国語1」,

「国語II」,「 国語表現」)*研 究授業は,第1学 年 「国語1」 で実施。

2.教 材 生徒がそれぞれの興味 ・関心に応 じて選 んだ新聞記事

3.単 元の 目標

① 自分の思 いや考えが相手に的確 に伝わるよ うに工夫 して表現 しよ うとす る。

② 相手に応 じて表現を工夫 し,自 分の思 いや考えを適切 に伝え ることがで きる。

③ 見出 しや リー ド文を活用 して新聞記事を選択 し,内 容を的確に読み とることがで きる。

④ 表現の内容や方法に応 じた語や語句の選択,構 成の工 夫などをする ことがで きる。

4.単 元設定の理 由

様 々な情報 が氾濫す る現在,必 要 な情報 を選択,判 断す る力が必要 とされている。 また社

会 において,相 互の理解 を深め,他 者 と協調 しつっ主体的に生 きてい くためには,言 語によ

り自己を表現す る ことが不可欠であ る。

しか し,現 代 の高校生 は,社 会の中で生 きているとい う認識 は弱 く,友 人 とのっ なが りを

重視 し,か かわ ろ うとす る情報 も友人 とのつなが りのための ものであるよ うに感 じられ る。

友人 との関係 にお いては,同 調す ることでそのつなが りが保 たれ,自 らの思いや考えを言語

によ り表現す る場面 は少 ないよ うで ある。言語によ り自己を表現 しよ うとす る積極性 に欠け

るのは,言 語 によ り表現す る力が乏 しいことや,表 現すべ き内容が何で あるのかよ く分か ら

ない ことが あろ う。 また,自 己の思 いや考えがあ って も,そ れを 自分で組み立 てて表現す る

ことがで きない こともあろ う。

そ こで本単元 にお いては,他 者か ら質問を受けてそれに答え るとい う形を とりなが ら,自

分の思いや考え を意見 として,相 手 に分か りやすいよ うに組み立ててい く学習活動を設定 し

た。新聞を教材 としたのは,情 報を収集整理 し,分 析す る力を養 うために適切 な教材であ る

とと もに,社 会 と自己とのつなが りを認識 させ うる教材 だ と考えたか らであ る。必要 な情 報

や興味 ・関心のあ る情報 を選び,そ れを正 しく取 り入れてい くことは,表 現すべ き内容をさ

まざまに蓄積す る ことに もな る。 また 自らが疑問や興味 ・関心を感 じた ものを取 り上げ るこ

とが,自 分の思 いや考えを表現 しようとい う意欲 を喚起す ることにっなが ると考え,各 自が

題材を選択す る こととした。表現の形式 としてス ピーチや意見文 など各 自が表現 しやすい形

式を選ぶ ことに したの も,表 現 した いとい う意欲 を尊重 し,ど の形式が 自己を表現す るのに

ふ さわ しいかを考え させ るためであ る。

他者 を尊重 しなが ら,自 分の思 いや考えを他者 に理解 して もらうよ うに適切 に表現す る態

度 と能 力を養 うことが本単元の 目標であ る。音声言語,文 字言語 のいずれにおいて も自己を

相手に理解 して もらえる表現力を培 うとともに,相 手に理解 して もらえた時の達成感か ら,

表現活動 に対す る自信 を育てたい。社会の中で生 きている ことを再確認 し,自 ら課題 を見つ

け,そ れ とかかわ る中で 自己を見つめ ることが,豊 かに 自己を表現す る力を育て ることにっ

なが ると考え る。
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5、 主な学習活動の概要(5時 間扱い)

(1)第1次(1時 間)

ア 新聞を読み,各 自が疑問や反発,興 味 ・関心 を もった記事などを選ぶ。

イ ワークシー トに記事 を貼 り,選 ん だ理 由や思 ったこと,考 えた ことを簡単 に書 く。

(2)第2次(3時 間)

① で きるだ け違 う題材を選んだ生徒 同士の グループ(4～5名)を 編成 し,「 付箋デ ィベ

ー ト」を行 う。 【本時2/5】

ア 前時のワークシー トを グル ープ内で回覧 し,質 問や反論な どを付箋紙 に書 き込んで相手

の ワー クシー トに貼 り合 う。

イ 自分の ワークシー トに貼 られた付箋紙の質問 や反論に対す る回答や補足説 明を付箋紙 に

に書いて貼 る。質問や反論の内容が分か らない場合には,口 頭で確認する。

ウ 回答や補足説 明の内容 について も付箋紙 による意見の交換 を行 い内容を深 める。

② スピーチと意見文 とか ら表現形式を選 び,メ モと原稿を作成す る。

ア 前時の ワークシー トに貼 られた付箋紙 を,構 成を考えて並 べ替えた り書 き足 した りして,

ス ピーチメモ または意見文の構想 メモを作成す る。

イ

③

ア

イ

ス ピーチは2分 間程度,意 見文 は,400～600字 程度 に意見をまとめる。

グループ内で2分 間 ス ピーチ と意見文 の発表 を行 う。

グループ内で ス ピーチと意見文の発表を行 い,ス ピーチは録音 してお く。

付箋紙にア ドバ イスを書 き込んで,互 いの ワークシー トに貼 る。

(3)第3次(1時 間)

ア 他の生徒の参考 になるス ピーチと意見文 を全体 に紹介す る。

イ これ までの学習活動で感 じた ことや気付 いた ことを ワー クシー トに記入する。

6.指 導の工夫

(1)「 付箋デ ィベー ト」の学習活動 を設定 した。

デ ィベ ー トの 「立論」に対す る質疑(「 反対尋問」)や 「反駁」 に相当す る質問や反論を

付箋紙 に書いて ワー クシー トに貼 り,そ の回答や補足説明 も付箋紙 に書いて回覧 してい く学

習活動を 「付箋 デ ィベ ー ト」 として生徒に提示 した。 「付箋デ ィベ ー ト」では,最 初に書か

れ た感想 ・意 見(「 立論」に相 当)が,「 お もしろい。」などの一語文であ って も,相 手か

らの質問や反論 に回答 してい く過程で必然的 に内容を具体化 した り深めたり して い くことに

なる。 また,口 頭で な く付箋紙 に書 き込 む ことで,生 徒 は,内 容を相 手に分か りやすい もの

に して い く過程を視覚的に とらえ ることがで きる。

② 「付箋デ ィベ ー ト」の付箋紙 を,そ のままス ピーチメモや意見文の構想 メモと した。

この方法で は,付 箋紙を何度 も並び替え られ るので,生 徒 は,質 問や反論への対応,意 見

と根拠 との関係 などを考えなが ら,適 切 な構成を練 り上げてい くことがで きる。なお,生 徒

の実態 によ って,構 成の仕方 を例示 した り最初の一文や結論の部分にっいて助言 した りす る

ことが必要で ある。

㈲ 生徒が 自分で表現方法を選択で きるよ う指導 計画を作成 した。

ス ピーチ(音 声言語によ る表現)と 意見文(文 字言語による表現)と か ら生徒が 自分 に合

った表現方法 を選べ るよ うに した。
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7.本 時の指導(2/5)

(1>本 時のね らい

① 他者の思いや考えを尊重 しなが ら,質 問,反 論,回 答 などを互いに提示 し合 うことがで

きる。

② 他者 との意見交換を通 して,自 分 の思いや考えを深めて表現す ることがで きる。

(2)本 時の学習の流れ

主な学習の流れ(口 教師,口 生徒) 教師の指導 ・援助(0留 意点,◆ 評価)

・ 「お もしろか った。」な ど,短 い感想 ・意

見 とその記事 の見出 しを提示 し,「 お もし

ろい」内容を説明す るためには,何 を知 り

1 質問や反論の仕方など,「 付箋デ ィベ
ー ト」の方法を全体に例示す る。

たいかを考えさせ る。

自分の思いや考えを相手に分か りやす いよ うに説明 しよ う。

ワークシー トを回覧 し,質 問や反

論 などを付箋紙に書いて貼 り合 う。

ワー クシー トに貼 られた付箋紙の質問

や反論な どに対す る回答や補足説明 を

別の付箋紙 に書 き込む。

回答や補足説明 について も,上 記 の

2,3と 同様 の学習活動を行 う。

ま とあと次時の予告

ワー クシー トに貼 られ た付箋紙 を整

理 し,自 分の思 いや考 えをス ピーチか

意見文 にす ることを予告す る。

○ 回覧された ワー クシー ト1枚 に対 して必

ず1枚 以上の付箋紙を貼 るよう指示す る。

◆ 質問が細部に こだわ り過 ぎた り当た りさ

わ りのない ものにな った りしていないか。

0机 間指導 を し,「 付箋 デ ィベ ー ト」が活

発 に行われ るように適宜助言す る。

0必 要に応 じて,教 師が付箋紙を貼 る。

◆ 自分な りに回答や説 明を考えて書 き込ん

で いるか。

○ 適切な質問と回答を全体 に紹介す る。

02回 目は,付 箋紙の色を変える。

○ 自分の体験や知識などに基づ く質問や回

答 も記入するよう助言する。

(3)評 価の観点

① 他者の思 いや考えを尊重 しなが ら,質 問,反 論,回 答 などを互 いに提示 し合 うことがで

きたか。

② 質問や反論 に対 して,自 分 の体験や価値観な どか ら回答や説明を考えだ しているか。
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8.生 徒の学習状況

本単元では,生 徒各 自が選択 した新聞記事 につ いて,グ ループ内で 「付箋デ ィベ ー ト」を

行 った。 この活動を通 して,生 徒 は,曖 昧だ った自分 の考 えをはっきりとさせて い った り,

記事の内容を違 う視点か ら考 え直 したりして,自 分の考 えをス ピーチや意見文 にま とめるこ

とがで きるよ うにな ってい った。

(1>生 徒Aの 事例

Aは,題 材 と して,「 二輪車 も100キ ロOK!?高 速道路 の速度見直 し検討へ 警察庁」と

いう見出 しの記事を選んだ。現在,高 速道路で最高速度が80㎞/hに 制 限され,ト ラ ックなど

と同 じ走行車線を走 ることが多 い二輪車の制 限速度を100km/hに 引 き上 げるとい う内容の記

事であ る。Aは グループでの 「付箋 ディベー ト」の後,二 輪車専用 レー ンを高速道路 につ く

るべ きだ とい うスピーチを した。他者の意見を よ く取 り入 れ,そ れを土台 に してさ らに独 自

の アイデアを思 いっ き,グ ループの生徒の理解 を得た。ス ピーチ も,メ モを活用 しなが ら聞

き手を見てゆっ くりと話 し,分 か りやすい ものであ った。

生 徒Aの ワー ク シー トの 内容 質 問 や 反 論 な ど

① 「記事 を選んだ理 由」

興味があ って選んだ。

② 「感想 ・意見」

見直 しは必要ない。

③ 付 箋紙 に書 い た 回答

ア'80km/hを 守 って い な いの

だ か ら100km/hに した らよ

けい 危 な い。

イ'100km/hに して も二輪車

の運転手が気をっければ,

事故 は防げるか も知れ ない。

ヴ 速度以外の こともあると

と思 った。

エ'運 転手が気をっけるとか,

速度を見直 して専用 レー ン

を作 るとかす ると安全 にな

る。

〈 ス ピー チの 一部 〉

・記事と①②を読んでの質問

や反論

ア なぜ見 直 しは必要 ない

のか分 か らない。

イ 同 じ車線 を走 る トラッ

クな どとの事故が多いの

で,見 直 しを した ほうが

いい。

ウ さ っ き と違 う。

工 速度以外の こととは?

オ ニ輪車専用 レー ンは,

よい考え だ と思 う。

分 析

・Aは 意見のみを一文で

書いている。

・理 由を付 け加 えて回答

している。

・イの意見を通 して肯定

的にな って きた。

・質問に対応 して,独 自

の アイデアを提示 して

い る。

速度の見直 しだ けを したところで,今 度 は時速100㎞ 以 上で走 る人が

でて くると思 います。速度だけを見直すので はな く,二 輪車専用の車

線を作 るなど,他 の案 も考え るべきだ と思 います。
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(2)生 徒Bの 事例

Bは,題 材 と して,8月 に事故死 した英 国元皇太子妃 に関す る記事を選んだ。 この記事 は

「品位 」とい う言葉がキー ワー ドになってお り,元 皇太子妃の生 き方やマス コミの品位 につ

いて述べ られている ものであった。Bは,グ ループ内で意見を交換 する中で,自 分 の考えを

よ り具体的 な もの としてい き,そ の考えを意見文 と して表現す ることがで きた。

生 徒Bの ワ ー ク シ ー トの 内 容

① 「記事を選んだ理由」

最近のニ ュースの中で は一番話題 に
なってい ると思 ったか ら。

② 「感想」

この記事 は 「地雷原 を歩 く」 という

ことで 「品位 」のあ る生 き方を したと

言 うが,僕 も 「地雷原を歩 く」 とい う

ことではない別の何かで 「品位 」のあ

る生 き方がで きた らいいなと思 った。

質 問 や反論 な ど

③ 付箋紙に回答

ア'例 えば,電 車の中でお年

寄 りに席を譲 った りとか。

イ'そ の人の もってい る価値

のあ る生 き方。

ヴ 世界中の人が楽 しく暮 ら

せ るよ う社会の役 に立 って

い きたい と思 う。

〈意見文の抜粋〉

・記事 と①②を読んで

ア 「地雷原を歩 く」とい

うことでない別 の何か と

は?

イ 「品位」のある生 き方

とは?

ウB君 は,ど んな価値を

もって生 きていきたいで

すか?

「品位 」ある生 き方 とは,そ の人の もって いる価値 のある

生 き方 だ と思 う。僕 は,電 車の中でお年寄 りに席を譲 った

り,ど んなささいな ことで も人の役に立っ よ うな価値のあ

る生 き方を したい と思 う。

分 析

・ 「品位」とい う言葉 を

曖昧に とらえ,記 事 中
の言葉を抜 き出 してそ

のまま 「品位あ る」生

き方がで きた らと書 い

ている。

・自分にで きる身近 な こ

とを考え た。

・ 「品位」という言葉 に

つ いて詳 しく考 え,分

か りやす い表現 に直 し

ている。
・グループの生徒の質問

か ら,自 分が どのよ う

な生 き方 を してい きた

いのか考えてい る。

・付箋紙 を構想 メモ とし

て左のよ うに意見 文に

表現 した。 「品位 」あ

る生 き方 とはどうい う

ものかを 自分な りに理

解 し直 し,自 己の生 き

方 に結 びつけて表現 し
ている。

9.考 察

本単 元では,自 分 の思 いや考 えを他者 によ く分か るよ うに適切 に表現する能力を養 うこと

を 目指 し,グ ループ内で付箋紙 を用 いて意見交換す る 「付箋デ ィベ ー ト」の学習活動を設定

した。 この学習活動を通 して,「 お もしろい。」などの一語文で感想を書 いていた生徒や 自

分の考 えが曖昧だ った生徒が,自 分の考え をはっきりとさせていった り記事の内容 を違 う視
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点か ら考え直 した りして,自 分の思いや考えを ス ピーチや意見文 にまとあることがで きるよ

うにな っていった。他者に質問や反論などを書いて もらい,そ れ に対 して回答 する ことで,

生徒は自分の意見を具体化 した り深めた りがす ることがで きるよ うにな った もの と思 われ る。

この 「付箋 ディベー ト」では,ク ラス全体の中では発言をあま りしない生徒 も,活 発 に意

見交換を行 っていた。 また,グ ループの生徒が もつ 自分 と異なる思 いや考えに気付 き,そ れ

を踏 まえた上で 自分 の思いや考えを相手 に理解 して もらお うとす る姿や,他 の生徒 に安易 に

同調 するので はな く,相 手の思 いや考えを知 った上で,自 分の意見を主張 しよ うとす る姿勢

も見 られ るよ うになった。

「付箋デ ィベ ー ト」が話 し合 いで はな く書 くことを主 と した活動であ った ことで
,生 徒 は

自分や相手の考えを客観的に とらえ ることがで きた ものと思われる。また,付 箋紙 を ワー ク

シー トに整理 した ものをそのまま構想 メモ とした ことは,ス ピーチや意見文の構成を考 える

際に,意 見 と根拠の組合せ,反 対論を踏まえ た論の展開 などを容易 に していた。

事後の感想文か らも ジ他人 と意見を交換 し合 うことで,自 分で も思い もしないよ うな意見

が出て きた り新 しい発見があ った りして,と て もお も しろいな と思 いま した。」 「友達 の意

見を聞 け,友 達が選んだ記事 を読 めたのが楽 しか った。-r最 初 はその記事 に対 して何 も思

わなかったけれ ど,意 見の出 し合 いを しているうちにいろい ろな考えが浮かんで きた。」な

ど,楽 しんで学習に取 り組んで いる生徒の様子が うかがえた。
「付箋デ

ィベ ー ト」が活発に行われ るためには,方 法を丹念に説明す る必要あ る。生徒が

どの時点で何を付箋紙 に書けばよいのかを,一 つ一つ例示 しなが ら段階的に説明 してい くこ

とが有効であった。 また活発に意見交換が行われていないグループには教師が付 箋紙 を貼 っ

た り助言を与えた りしなが ら,き っか けを作 ること も必要であ る。 自分の体験や価値観に基

づ く意見を付箋紙 に書 き入れるよ うに助言す ると,自 分の思いや考えを表現す ることにっな

が りやすか った。 「あなたな らど うか?」 などの付箋紙を貼 り,そ れに対 して答え させ,そ

の部分を スピーチや意見文の終わ りに持 って くるように指示す ると,生 徒 は自分の考えを組

み立てやすいよ うで ある。

本単元における評価 は,毎 時 間後,教 師が ワークシー トを見て,意 見交換が うま くいって

いないグループにはその都度助言や質問の付箋紙を貼 ったり,う ま くい っているグループの

内容 を全体 に紹介 した りす ることで行 った。発表 した スピーチや意見文の内容 より も,自 分

の考えの深 ま りや他者を尊重 しなが ら意見交換をす るプ ロセ スを肯定的に評価す ることで,

生徒が意欲的に学習 に取 り組 めるようにな ったと考え る。 また,質 問や反論,感 想や助言な

どを互いに交換す る学習活動が その まま相互評価 と して有効 に機能 していた ことが,生 徒の

感想か らもうかがえる。

なお,本 単元では生徒各 自が選択 した新聞記事を題材 としたが,学 習後の感想にr新 聞記

事を こんな に深 く読むの は初めて だ った。jr記 事 を読んで理解 で きたか らよか った。 」

「テ レビ ・ラジオ欄 しか見なか ったけど,お もしろい ことが書いてあると思 った。」な どが

あ り,新 聞への関心が高 くな ったよ うである。 また,最 初の記事選定の段 階で,皆 が同感 し

て しま うよ うな記事 よ りも,あ る程度賛否が分かれた り疑問や反発 を感 じた りす る内容の記

事を選択 させ た方が活発 に意見交換が なされ ることが分か った。
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2小 説の読解指導との関連で,豊 かに自己を表現する力を育てる指導の工夫

1.単 元名 小説 を読 み,自 分の思 いや考 えを表現す る。(「 国語1」,「 国語II」)

*研 究授業 は,第1学 年 「国語1」 で実施。

2.教 材名 三浦哲郎r春 愁』

3.単 元の 目標

① 文章を読み味わ うことを通 して 自分の思 いや考えを深 め,進 んで表現 しようとす る。

② 思いや考えを適切 に表現で きるよう,工 夫 して話 した り書いた りする ことがで きる。

③ 文章に描かれた人物,情 景,心 情な どを表現 に即 して読み味わ うことがで きる。

④ 文章の組立てや語句の働 きを理解 し,自 分の表現 に役立て ることが で きる。

4.単 元設 定の理 由

生 徒た ちの多 くは表現すべ き自己とい うものを うま く把握で きず にいる。 このとき,様 々

な人物,情 景,心 情が書 き表 されてい る文学的文章 によ って具体的な場面 を提示 されれば,

生徒 はその状況 に自身を置いた ときの 自分の思いや考えに気付 き,登 場人物 との対比か ら自

己を表現す るきっかけをつかむ ことがで きると考えた。

生徒 は読解の深 さに応 じて,文 学的文章 に書 き表 された人物や情景,心 情 に,共 感や疑問,

反発 を もっ。本研究で は特 にその疑問,反 発 に着 目 した。文章中の人物 やその心情 などに対

して疑問や反発を抱 くとき,生 徒 は登場人物 とは異な る自分の思 いや考 え,生 き方 などに気

付 くことがで きると考えたのである。更にそこか ら自己評価によって考 えを深あることによ

って,生 徒 は表現すべ き自己を見いだすのであ る。 また,自 分がある立場 に立 って思 いや考

えを表明 した場合,他 の立場 に立つ生徒 か らの疑 問や反論が予想 され る。 この他者 との違 い

か らも生徒 は自分の思いや考 えの特色を知 ることがで きるだろ う。 こうした自己評価や相互

評価 を,自 分の思いや考えを深 め,表 現す るために,有 効 に活用す ることをね らいと した。

さ らに,本 単元にお いては.登 場人物 との対比 によ り自分の思 いや考え を文章化 した後,

それ を客観的 に評価す る学 習活動を設定 した。 このよ うに自分の文章の内容を客観的 に見直

す ことで,生 徒 は登場人物 か ら離れて,自 己を表現す ることがで きるよ うにな ると考えた。

教材のr春 愁 』には,親 友 と同 じ娘 を好 きにな って しま う高校生が描かれている。主人公

の 由良 はサ ッカー部の チームメイ トで親友であ る藤尾 との関係 を保っ ことと,二 人が好意 を

もっ女子学生奈緒への想 い との間 に揺 れる。 こう した青年期 にあ りがちな悩みに直面す る登

場人物た ちの姿 は生徒たちの切実な関心 につなが ると期待で きる。

また,本 単元では文学 的文章の読解 を表現力の育成 に結び付 けるために,あ えて教材 を段

階的 に提示 しなが ら人物 の心皆を想像 するとい う活動 を繰 り返 し行な った。同時に,そ の想

像を踏 まえて,自 己の思 いや考えが どのよ うな ものであるかを表現することをね らい とした。

この ことで,生 徒 は既に読 みとった内容 をよ り深 く理解す ることも可能 とな り,何 よ り想像

を豊か にふ くらませ ることを通 して,自 分の思 いや考 えの特色 に気付 き,自 己をよ り豊か に

表現す るきっかけをっかむ ことがで きると考えた。なお,本 単元で用 いた,疑 問や反発 を自

己を表現す ることのきっかけ とす る方法 は,後 述 のよ うに他 の様 々な文学的文章において も

活用で きる ものである。 したが って,本 単元は生徒がr春 愁 』 とい う教材を離れて も,自 己

を表現す る方法 を意識で きるよ うになる ことを意 図 して設定 してい る。
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5.主 な学習活動の概要(5時 間扱 い)

(1)第1次(1時 間)主 人公 由良 の人物像 を想像す る。

ア 藤尾(由 良の親友で,ラ イバル)の 告白 「あの花屋 の娘,嫁 に もらう。 」までを読 み,

由良 の心情を想像 して独白文を書 く。 「由良 の心の ことばを想像 して書いてみ よ う。」

イ 由良 の人物像 について発表 させ,由 良の もついろいろな要素を見っ けだす。

(2)第2次(3時 間)登 場人物の立場 に自分を置 いてみて,思 いや考えを表現す る。

① 登場 人物の一人,奈 緒(由 良 と藤尾 とが共に好意を っている娘)の 告白 「だか ら,い ま

その入に相談 してるんだわ。」 までを読み,由 良 と同 じ状況 にいる 自分を想像す る。

ア この後 の場面の由良の行動や態度を想像 し,様 々な可能性を考 えてみ る。

イ もし自分 だった ら,だ れに,ど のよ うな ことを伝えたい と思 うかを考え る。恋す る相手

(奈緒),ラ イバルの友人(藤 尾),自 分 自身(由 良)の いずれかに手紙を書 く。

② 前時で想像 した由良の行動や態度 とその心情を発表 し合い,由 良の人物像 を考 える。

ア 由良 の行動や態度 に異な る想像を した生徒同士で ロールプ レイ ングを し,由 良 の内面の

葛藤 にっいての理解を深め る。 これ と並行 して,藤 尾,奈 緒,由 良の三者の ロールプ レイ

ングも行い,三 者の心情 についての理解 を深め る。

イ それぞれ1～2班 が全員の前で ロールプ レイ ングを し,内 容 にっいて話 し合 う。

③ 本文を最後 まで読み,由 良の人物像 と対比 しなが ら自分について考える。 【本時4/5】

ア 奈緒の告 白の場面で の由良の言動か ら,由 良の人物像を改めて考え る。

・ 「由良 はどのよ うな一面を もっている と思 ったか。 どのよ うな ところか らそのよ うに

思 ったのか」にっ いて発表 し合 い,一 人 の人間の もついろいろな要素 を考え る。

イ この学習を参考に して,第2次 ①で書いた手紙を読み直 し,「 このよ うな手紙を書 いた

自分を どのよ うな人間だ と思 うか」考え る。

ウ 「自分について考えてみ よう」の ワークシー トに 自分 について思 った ことや考えた こと

を書 く。 ワー クシー トは,教 師が助言を付 して次時に返却す る。

(3)第3次(1時 間)本 文を読み返 し,自 分 の生 き方 にっ いて考え を深め る。

ア 本文を通読 し,三 人のその後の人生 にっいてまとめ る。

イ 前時 に書いた 「自分について考 えてみよ う」の ワー クシー トと教 師の助言 を読み,こ れ

か らの自分の生 き方な どについて考 えたことを書 き加える。

6.指 導 の工夫

(Dロ ールプ レイ ングを取 り入れ,文 字言語のみでな く音声言語 によ る表現の機会 を設 けた。

(2)登 場 人物 との対比か ら自己を見つめ直 して表現で きるよ う下図のよ うな単元の構成 とした。

園
囹

團
圖

言動や心情,
情景等の叙述

次の場面での言動
や心情,情 景等

読 解

人物像を想像
して書 く

疑問や反発

〔理 解 〕,・

.'以

//表

./理

方法を理解 対 比

叙述か ら場面
を理解する

自分な らどづ思い
どうするかを書 く 客観視

自己の人物像
につ いて書 く 推敲

考えを深め書
き加える
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7.本 時の指導(4/5)

(1)本 時のね らい

① 叙述を基に主人公 の人物像 を想像 し,人 間の もつ いろいろな要素を考え る。

② 自分 自身の書いた手紙を基に自己の人物像 にっいて考え,そ れを表現す る。

② 本時の学 習の流れ

主な学習指導(口 教師,口 生徒)

12

1

0
6

前時までの学習か ら,由 良 の

人物像について振 り返 らせ る。

↓

本文を最後まで読み,奈 緒の

告白の場面における由良の言動

を読み取る。

3
＼

自分 にっL

!

「由良をどのよ うな人間だ と

思 うか」改めて考 える。

数名を指名 して発表 させ る。

4

=」 ＼/

登場人物 に宛てて書 いた手紙

を読み返 し,「 このよ うな手紙

を書いた 自分 はどん な人間だ と

思 うか」を ワー クシー トに書 く。

6

本時のまとめと次時の予告

教師の指導 ・援助(○ 留意点,◆ 評価)

○ 前時のロールプ レイ ングの内容を例示 し

なが ら,一 人の人 間の人物像 を考え るとき

には,様 々な視点 やと らえ方があ った こと

を確認す る。

自分 について文章 に書 き表 してみよ う。

○ 以前に想像 した由良 の行動 や態度 と,本

文 中の由良 の言動 とを比較 し,由 良の もつ

人 間と してのいろいろな要素を考え させる。

◆ 由良の人物像を多様 な視点か らと らえ る

ことがで きたか。

○ 由良の人物像を考えたときの視点や方法

を参考にさせる。

◆ 自己の人物像を とらえるための視点を見

つ けることがで きたか。

◆ 自己についての肯定 的な観点や前向 きな

観点があ るか。

○ ワークシー トは集め,次 時 までに助言を

付 して返却 する。

○ プライバ シー保護の観点か ら,ワ ークシ
ー トを他の生徒が見 ることのないよ う十分

に配慮す る。

(3)評 価の観 点

① 自分の思いや考えを進んで表現 しよ うと していたか。

② 自己の人物像を とらえるための視点を見 っけることがで きたか。
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8.生 徒の学習状況

(1)グ ループAの 事例(mル プ レイ ング)

奈緒の告白の場面に藤尾が登場 し,「 何 を して るん だ?、 と二 人に問 う場面を設定 した。

生徒の理解の一過程 として,具 体的な場面 に自身を置いた想像 によ って状況をっかむ ことを

目指 した ものであ る。 今回の実践 において ロールプ レイ ングには 「音声言語 によ る表現」 と

ヂ相互評価」とい う二っの 目的があ った
。'音 声言語 によ る表現 」について は,場 面設定が

はっきり してお り,ま た感情移入の しやす い内容だ ったため,下 記のよ うな 自然 な展開が可

能 にな った。生徒Pは 由良の行動を想 像 させ る時点 で は 「藤尾 に奈緒 を譲 り,サ ッカーを

とる」 と考えていたが,ロ ールプ レイ ングではまった く別 の発言を している。Pは 事後 に,

「い きがか りでR(藤 尾 役)に ひ どい ことを言 って しま ったが
,人 間関係を悪 くした と思

う。 」 と自分の表現方法の不適切 さとその結 果に気付 く発言を していた。

i 由良
=生 徒P奈 緒=生 徒Q藤 尾=生 徒R

由良 「それな らその人に…何 も僕 なんかを。 」

奈緒 「だか ら今その人に…。」

1藤 尾 「おい,そ こで何 して るんだ?」

i由 良 「何 って,た またまそこで会 ってさ。 」

藤尾 「お前,宿 舎にいるん じゃなか ったのか よ。なんで二人で会 ってんだよ。」

由良 「あれ,言 わなか った っけ?」

奈緒 「ち ょっと待 って くだ さい。今,由 良 さん と大事 な話を していたんです。、

}藤 尾 「何それ,俺 が聞 いちゃダメなの?」

奈緒 「あの…藤尾 さんの気持 ちは嬉 しいんだけど,私,由 良 さんの ことが好 きなんです。」

藤尾 「ああ,そ うなの?で,由 良 はどうなんだよ。奈緒 の ことど う思 ってんだよ。 」

}由 良 「好 きだ よ。 」

藤尾 薪なんだよそれ,い っか らだよ。」

由良 「何でそん なことお前 に言わなきゃいけないんだよ。 」

(2)生 徒Bの 事例

Bは 最初,由 良の人物像を想像す るに も単語を羅列す る程度で,由 良 と自分 との比較 も,
一部共通 点を見出すだけで全体 として違 いをは

っきりとっかむ ことがで きず にいた。そのた

め,由 良 の立場に立 って手紙を書 くことがで きなか ったのだが,そ の ことで,自 分にっいて

考えてみ るという段 階に入 ると,手 紙 を書 けなか った理由を見っ め,今 だ った らどのよ うな

手紙 を書 くか とい う視点か ら,自 らを省み る機会 を もつ ことがで きた。 ここでは,ま だ,十

分 に 自己を表現 す るところまで は達 しなか ったが,こ れを手 かが りに して,繰 り返 し 「自分

につ いて」考える ことがで きるよ うになった。

(1)奈 緒 の告 白 まで を読 ん だ時点
!

① 由良はどん な人だ と思 うか→ 「弱気,恥 ずか しが りや,生 真面目。」

② 由良はど うす ると思 うか→ 「恥ずか しが りやなのでrい ったん別れてか ら考え る。 」

③ 自分な らど うす るか→ ヂ何 とか話す。 または,自 分が まだ好 きか どうか,い ったん別

れて考え る。」

④ 由良 と自分の比較→ 「二入 とも恥ずか しが りや,で も,あ とは自分 で もよ く分 か らな

い。 」
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(2)登 場人物 に手紙を書 く時点

手紙を書 くことはで きなか った。

(3)「 自分につ いて考 えてみよ う」で ワークシー トに記述 した内容

「書いた とした ら,サ ッカーの方が,大 事だか らだあだ,と 書いた と思 う。僕 は一度に

二 っの ことはで きない。 自分 は中途 半端 は大嫌 いだか ら。 もう一っ,手 紙 を書 きた くな

か ったのは,何 とな くむかっいたか らだ。恋 とか,そ うい うの って,ど うせ遅 かれ早かれ

別れ ることが ほとん どだ し,別 れ るまでの間,だ いたいその相手の人のために過 ごした時

間は無駄な気がす る。」

(3)生 徒Cの 事例

Cは 藤尾の告 白を聞 いた由良の心情 を想像す る段階か ら,由 良 の人物像にっいて 「いいヤ

ッ」 と肯定的 に評価 し,反 対 に自分については 「逃げ るず るい人」 と繰 り返 し述べてい る。

しか し,何 度 も由良 と自分を対比 して考 えて行 く中で,自 分の ことを単 なる 「逃げ るず るい

人」 と して否定的に とらえ るだけでな く,真 剣に'悩んでい く中で どうしよ うもな くな り 「逃

げて しまう」ことに気づ き,そ れをあ りのままの自分 と して認め,表 現 し始めて いった。

(1}奈 緒 の告 白までを読んだ時点

① 由良 はどんな人だ と思 うか→ 「少 し消極的な彼。で もいいヤツ。友だ ち思 い。外 に気

持 ちを出さない人。」

② 由良 はどうす ると思 うか→ 「奈緒の ことは好 きだが,藤 尾の ことを考えて とて も口に

はで きず,も どか しい。奈緒 には気のない態度を とって,自 分の気 持ちを ごまか し,藤

尾の ことを薦め る。藤尾 には 自分の気持 ちにうそ もつ けない し話す こともで きない。 」

③ 自分な らどうす るか→ 「奈緒 に も藤尾 に も前 と変 わ らない態度を とって一人 で悩 む。」

④ 由良 と自分の比較→ 「由良 は 自分を外 に出すのがへ たな人。 」 「自分は誰 も傷っけた

くないか ら逃 げるず るい人。 自分 は由良よ り強 いか ら人前で態度を変えないでい ること

がで きる。 」

(2)登 場人物 に手紙を書 く時点

「私 もあなたを好 きだが,親 友は 自分の気持 ちを知 らない。親友 の ことを大切 に したい

し,傷 っけた くない。前 に一度親友 か らあなたを好 きな ことを聞いて,あ きらめたっ もり

だ った。今は きっぱ りと気持 ちを整理で きないけど,い っかあなたの ことを普通の友 と し

て見 られ るよ う,が んば りたい。」

㈲ 「自分について考えてみよ う」で ワー クシー トに記述 した内容

「私は嫌な女 だ と思 う。結局 自分 は逃 げているだけだ。友だ ち も好 きな人 も両方 とろう

と思 うのは。友 だちを傷つけて まで好 きな人を とる勇気 もない し,好 きな人を友だ ちに譲

るなんていう心 の広 さ もなさそ うだ。嫌なことに正面か らぶっかれない私 は,ま だ まだ子

供だ と思 う。」(下 線部 は,机 間指導での教師の助言後 に記述。)

9.考 察

本指導事例においては,文 学的文章に書き表された人物や情景,心 情に対 して生徒が抱 く

疑問や反発を生徒が自己を表現するきっかけとする指導法をとった。 これは,共 感 したこと

を基に感想文を書かせる従来の学習指導では,生 徒は叙述か ら読みとった内容をなぞるに止

まり,自 己を表現することが難 しいという課題があるためである。高等学校の文学的文章教

材には,読 解の途中で生徒が疑問や反発を覚えるものが多い。そのような部分に着目させ,
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自分の思いや考えを表現す る学習活動を設定す ることで,生 徒は自然 に 自己を表現 す ること

がで きた。

r春 愁』において も,由 良 の反応,行 動 について は疑問や反発を覚 える生徒が多 く,「 そ

れ とは違 う自分 」を把握 しやすか ったよ うであ る。具体的な場面が与え られ,そ の状況を理

解 して いれば生徒 は容易に学習活動 に取 り組む ことができた。 さらに,由 良 とい う対象があ

ることで,生 徒 は自分 自身を見つ め考え るための起点を明確にっかむ ことがで きた。由良 と

い う人物像を繰 り返 し考え直す ことが,そ れ との対比 において 自分 自身の考 え方の特性 を見

っめ直す上で,生 徒の助けにな って いた と考え る。

ただ し,生 徒 間で意見を交換す る相互評価 にっいて は工夫を必要 と した。今回の実践では

ロール プ レイ ングを中心に相互評価を行お うと したが,他 の生徒に対 して感 じて いる疑問や

反発,あ るいは 自分 自身の意 見を生徒が しっか り把握で きない ままに,先 へ と進んで しまう

ケースが見 られ た。 この際,ワ ー クシー トに自分 の意見,相 手への疑問や反論 などを書 きと

めてお くとい った準備を した上で ロールプ レイ ングに入 った場合には,他 者への反論な どを

明確 に して臨む ことがで き,相 手 の意見を評価 しつつ 自分の意見を深め るとい う当初の 目標

が確実 に達成で きた と考え る。

最後 に行 った 「自分 について考 えてみよ う」では,そ れまで に繰 り返 し考えて きた由良 と

自分 との比較か ら 「自分 自身」を第三者 として見つめ直す ことを 目的 と した。由良の言動か

ら,「 由良 はどん な人」 と問い続 けた り,ク ラスの中で意見を交換 した りす ることで読み も

深 くなってお り,そ の分,自 分について も何 を手がか りに考えればよいのか理解 されて いた。

登場人物 との対比 で 自己評価が行われて いたのである。ただ し,こ の学習活動では,登 場人

物の言動か らよ り深 く心情を把握 す ることが重要であるため,生 徒 の読解の深 さに応 じたワ

ークシー トを準備 す るなどの配慮が必要であ った。

本指導事例で は,生 徒が普段 は内に秘めている自分 の思いや考え,あ るいは文学 的文章を

読む際に感 じる様 々な思 いや考えに,い か に光を当て 自己を表現す ることに役立て るかを考

えて きた。 このよ うな思 いや考え は,意 識の内にあ って,生 徒 自身 も十分 に認識 していない,

いわばブラ ックボ ックスに入 ってい るものである。本単元の学習指導で は,ロ ールプ レイ ン

グや手紙 を書 く学 習活動を通 して,様 々な立場の人物や意見 と自己とを引き比べっっ,少 し

ずっブラ ックボ ックスが開かれてい く体験を生徒 自身にさせ る ことがで きた と考察する。生

徒が普段 は意識 していない自分の思いや考えに着 目させ ることが,自 己を表現す る上 で 自分

にっいて 「何を表現すれ ばいいのか分 か らない」 とい うことへ の助けになる と考え る。

なお,本 単元の指導法 にっ いて は,干 刈あがたrプ ラネ タ リウム』,鷺 沢萌r卒 業 』,井

上 ひさ しrあ くる朝の蝿 』など,他 のい くつかの教材について も実践 を行 った。その一っの

郷静子rれ くいえむ』では,一 つの事件をめ ぐる三人の登場人物の立場が 明確 に描 かれてい

る場面に注 目し,自 分 の思 いや考えを投影 しやす い人物を選 び,自 己を表現す ることがで き

た。文学 的文章 において,疑 問や反発を抱 きやす い場面 に注 目すれば,ど のよ うな教材で も

自己を表現す る ことに結 び付 け得 ると考え る。

今後は,本 指導事例における基本的な考え方 を,論 説文な どの説明的文章教材に応用 した

指導実践を行 いた い。
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3古 典の学習を通 して,豊 かに自己を表現する力を育てる指導の工夫

1.単 元名 和 歌 を鑑 賞 して思 った ことや考 え た こ とを,相 手 に分 か りやす く伝 え る。

(「国語II」「古典1」 「古典II」「古典講読」)*研 究授業は,第2学 年 「古典1」 で実施。

2。 教 材 和 歌(教 科書教材 か ら選択)

3.単 元の 目標

① 繰 り返 し音読 した り情景や心情を想像 した りす ることを通 して,和 歌に親 しもうとす る。

② 和歌 の鑑賞 を通 して,思 ったことや考えた ことを 自分な りに方法を工夫 して表現す るこ

とがで きる。

③ 和歌 に詠まれた情景や心情 を,想 像力を働かせなが ら読 み味わ うことがで きる。

④ 古語の意 味 ・用法 を辞書を利用 して調べ ることがで きる。

4.単 元設 定の理 由

自己を表現す るためには,ま ず表現すべ き内容を もつ ことが必要 となる。 しか し,高 校生

の中には,表 現すべ き内容を容易 に見つ けられない生 徒が多 い。そ こで,本 研究において は

「主題解明 の方法」に示 したよ うに,話 や文章 に表現 されている思 いや考 え と,自 分のそれ

とを対比す る ことを,自 己を表現す るための手がか りとする指導方法を取 り入れた。

古典 には,作 られた時代や環境の違 いによ って異な る,当 時の人 々の様 々な思いや ものの

見方,考 え方が表れて おり,そ れ らを学ばせる ことは,生 徒の心情を豊かにす る上で大切な

ことである。その学習過程 において,生 徒が抱 いた共 感や反発,疑 問が,表 現意欲 を喚起す

ることにつ なが ると考え る。

「言語 によ り自己を豊かに表現する」 とい う観点か ら古典文学 を振 り返 ってみ ると,万 葉

の古代か ら,自 己の思 いを短 い言葉 に託 した短詩型文学 としての和歌が想起 され る。当時和

歌は人 々の生活 に根差 し,自 己の思 いを伝達す る重要 な手段であ った。和歌 には,時 代の制

約 を受 けて現代 の高校生には理解 しに くい もの もあ り,生 徒 はそれ らに近現代の文章を読む

ときよ りも多 くの疑問や反発を感 じるであろ う。また,恋 の嘆 きや別れの悲 しみを詠んだ和

歌 などには,時 代の違いを越えて共感を もつ生徒 も多 い。そ うい う点で和歌 は共感や反 発,

疑問か ら生徒 自身が豊かに想像をふ くらませ,さ らに 自己を表現 す ることに発展 させ ること

が期待で きる教材であ る。

そ こで,本 指導事例 においては,こ のよ うな和歌 の教材 と しての特性 を生か し,ま ず生徒

の表現意欲を喚起す ることを 目指 した。そ してその喚起 された表現意欲 を実際に表現 してい

く過程で,古 典 の時代に生 きた人 と現代 に生 きる自分 とを対比す る ことにより,自 己を見 っ

め直 し,自 らの思 いや考えを豊 かに表現 して い くことがで きるよ う指導計画を立案 した。

従来古典を扱 う授業においては,内 容が 「表現 」よ りも 「理解 」に偏 りがちで あり,教 師

の一方的な講義形式 とな りやすい傾向にあった。さ らに文法指導 や現代語訳を重視するあま

り,生 徒の古典学習に対す る興 味 ・関心 を失わせる こと もあ った。 そ こで,現 代語訳を提示

してか ら鑑賞す るとい った指導方法を避 けて,和 歌か ら直接想像 をふ くらませる学習や,ボ

スターセ ッシ ョンを行い,言 語 によって 自己を表現 しよ うとする意欲 を育て ることに重点を

置 いた単 元を設定 した。
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5.主 な学習活動の概要(5時 間扱 い)

(1>第1次(1時 間)

① 和歌の もっ リズムや調べの美 しさを感 じなが ら繰 り返 し音読 し,各 自好 きな一首 を選ぶ

② 同 じ和歌を選択 した生徒同士がで きるだけ一緒 にな らないよ うに グループを作 る。(1

グループは4人 程度)

A～Jの10首 を教材として選択 した場合

1班2班

Aを 選択

Bを 選択

Cを 選択

Dを 選択

Bを 選択

C

F

G

した場合

3班 4班

Aを 選択 Cを 選択

..

D D

E

H

F

G

・このよ うにそれぞれが異 な る和歌を選択 した者が グループになるよ うに調整す る
。

(第3次 では,同 様 に同 じ和歌 を選択 した者同士を集 めて 「同首 グループ」を作 る。)

(2>第2次(2時 間)

① 選んだ和歌 について,ワ ー クシー

トa(p.23参 照)を 用い,各 自が

辞書で語句の意味 について調べ る。

(ワ ー クシー トは,活 用語 の理解

など生徒の実態 を考慮 して作成。)

どのよ うな状況下の どの よ うな心

情を詠んだ ものかを想像 して ワーク

シー トaに 記入す る。

② 担当の和歌につ いて,ワ ークシー

トaを ポスター と し,グ ル ープ内ボ

スターセ ッションを行 い,発 表 し合

う。 自分の和 歌を朗読 してか ら発表

す るよ うに指 示す る。説明者以外の

グル ープ 内 ポ ス タ ーセ ッシ ョ ン

説明者

聞 き手

ワークシート

聞き手

聞き手

・説明者 は自分の ワー クシー トaを 見 せなが

ら,調 べた ことや鑑賞,意 見 を説明す る。

・他の3人 はワー クシー トbに それぞれが聞

いた ことを記 入 し,説 明者 に対 して反論や

疑 問を投げかける。

・1人7分 程度 で全員が順番 に説明す る。

生徒は,ワ ー クシー トb(p.23参 照)に 聞 き取 った内容 や発言 した感想 ・意見 を記入す る。

(3)第3次(2時 間)

① 前時 までの学 習を通 じて見っめ直 した 自己の考えや思 い起 こされ た体験などを 「私の作

品」 として文章 または詩歌によ り表現する。(ワ ークシー トaま たは原稿用紙 に書 く。)

② 同 じ和歌を選 んだ もの同士 の 「同首 グループ」を作 り,ク ラス全体で ポスターセ ッシ ョ

ンを行 い,前 時に書 いた 「私 の作品」を読み合 い,感 想や意見を交換す る。 【本時5/5】
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6.指 導 の工夫

(1)教 材選定 に当た っては,「 生徒の体験に結び付 きやす い和歌 」 「想像をふ くらませやすい

和歌 」 とい う二点に留意 し,和 歌 によって喚起 された 自己の体験,思 いや考えな どを表現 さ

せた。

選択 した和歌の例

卜 世間鰻 しとやさしと思へども飛び立ちかねつ鳥にしあらねば

・五 月待っ花橘の香 をかげば昔 の人の袖 の香ぞす る

・玉 の緒 よ絶えなば絶えねなが らへば忍ぶ ることの弱 りもぞする

・父母が頭か き撫で幸 くあれていひ し言葉ぜ忘れかねっ る

・ねが は くは花の下 にて春死 なむその如月の望月の ころ

・いま来む と言ひ しばか りに長月の有明の月を待 ちいでっ るかな

・夕暮 は雲の はたてに ものぞ思ふ天つ空 なる人を恋ふ とて

・黒髪の乱れ も知 らず うちふ せばまつか きや りし人 ぞ恋 しき

・世 の中にさ らぬ別れのな くもが な千世 もとなげ く人の子のため

*生 徒の実情に合わせて和歌を選択する。(a校b校 で は6首,

(読み人知 らず)

(式 子内親王)

(防人歌)

(西行法師)

(素性法師)

(読み人知 らず)

(山上憶良)

(和 泉式部)

(在 原業平)

c校 では12首 を選択)

(2)現 代語訳や文法指導を行わず,代 わ りに一語ずつ辞書を引いて調べ る学習活動を設定 し,

調 べた ことを基に想像を働かせて和歌の情景や心情 を考え させた こと。

*古 典学 習 に苦手意識を もつ生徒 には,ワ ークシー トaに 調べ るべ き言葉(活 用語 は終止

形)や 情 景,心 情等を考え る上で着 目 したい点などを記入 しておいた。

(3)グ ループ及 び全体での ポスターセ ッシ ョンの学 習活動を設定 した。本単元におけ るボスタ

ーセ ッションは
,下 図のよ うに,説 明者 の生徒が 自分 の コーナーで ワー クシー トを資料 と し

て提示 しなが ら説明 し,聞 き手の生徒 は説明を聞いて質問を した り感想を言 った り して い く

学習活動であ る。 この学習活動 には生徒が音声表現 と文字表現 とを自由に組み合わせて表現

で きる利点があ る。

一 ポスターセ ッション(ク ラス全体)

・ 「同首 グル ープ」を説明者 と聞 き手の二つ に分

ける。

・説明者 は各持ち場で,自 分の ワークシー トaと

自分の作品 について聞 き手に説明す る。

・聞 き手 は任意 の説明者を訪 れ,説 明を聞 き,質

問や意見を述べ る。

・途 中で,説 明者 と聞 き手の役割を交替す る。

(全員が説明者 と聞 き手の両方 になる。)

留意点

・最低3か 所を訪れ るように指示す る。

・意見交換が活発に行われない場合 には,質 問内

容 を板書 して例示す る。(「 和歌の作者 と説明

者 との共通点や相違点 について」 「選んだ和歌

と表現 した作品 との関連 にっいて 」な ど。)

○説明者 ●聞き手

0

團
●●● く

00

國

ン

● ●

ラ

〉

、、

1

C歌 班

000

●

睡
00
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了.本 時 の指導(5/5)

(1>本 時 のね らい

① 和歌 を鑑賞 して思 った ことや考え たことを,文 章 と説 明とで分か りやす く相手 に伝え る

ことがで きる。

② 相手の発表を聞いて理解 し,そ れについて自分の意見を もつ ことがで きる。

(2)本 時の学 習の流れ

主 な学 習活動(口 教師 口 生徒)一
;/墜饗 二7

教師の指導・援一 「

ゆ 前時までに学習した和歌の内容を思し咄 し
な が ら音 読 す るよ うに指 示 す る。
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b説 明者は泊 分なりに朗読してから説明に!
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口 聞き手は説明されたことに対する/

i鴛 疑問を説明綿 墜
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入るように指示する。(5分 程度)
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[i 「私 の 作 品

」 とそ の場 の説 明 を適 切 に組 みl

l◆合わせて 内容を伝えよ うと して いるか。,

1

0時 間内(約15分)に 最低3か 所を訪れるよ

交代する。)1

か 。

ポ ス ター セ ッ シ ョ ンの 中で 気 付 い た ことを
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るよ う指示する。

2

ないので,思 った ことや考え ことを 自由に記

述 す るよ うに指示す る。

、(約15分 で説明者 と聞 き手 が1

ゆ 自分の意見を もち濱 問することができたl

l
　n

、)ワ ー クシー トや,私 の作鄙 、加筆 修正す1

ρ 鷹 や修正の部分は・他の生徒に1ま発表 し1

1

(3)評 価 の観点

① 自分の体験,思 いや考えを相手 に伝えることがで きたか。

② 相手 の発表を聞 いて質問 した り,自 分の意見を もつ ことがで きたか。

-21一



8.生 徒の学習状況

自己を表現す ることの苦手 な生徒が,2度 のポスターセ ッションで,和 歌 に表れ た心情 と

自分の思 いや考え との共通点や相違点 を認識 し,そ れ らを自分な りに書 き表す ことがで きた。

生徒Aの 事例……世間を憂 しとやさ しと思へ ど も飛 び立 ちかねっ鳥 に しあ らねば

○ 第2次 想像力を働かせて作歌 の背景 ・心情を読み とる学習活動で記入 した内容

「この作者は,今 生 きてい る世の中に不満があ り,そ こか ら抜 け出 したい。情けな く,

肩身がせ まい世の中が とて もつ らい。鳥を見ていていいな あと思 う。そ うい うわけの分か

らない世の中 とは関係 な く,空 を自由に飛ぶ鳥はいいな あと思 う。 自分 も鳥 にな りたい…

この世の中か ら抜け出 したい。で も自分 は人間なので鳥にはなれ ないん だ という現実 に気

づ く。 さみ しいな あ…。」

1↓(こ の生徒が・グループ内 ポスターセ ・シ ・ンの中で・儲 との共通点について認識
した後の作品。)

○ 第3次 和歌 を通 じて考えた ことを自分の言葉で表現す る学習活動で記入 した内容

「山上憶良 さん,は じめま して。先 日私はあなたの歌を読み,と て も共感 しま した。あ

なたの気持 ちは とて もよ く分か ります。私 も常 日頃そ う思 って ます。私 は今高校生で毎 日

ま じめに学校へ通 ってわ けの分 か らな い授業を聞いてます。 ときどきこのままでいいのか

な あと思います。私には夢があ ります。早 くその夢一本で生 きたいです。授業 なんて意味

ない…と思います。で も,ど うで しょう。本当にそれでいいので しょうか。 こんな,未 熟

な考え方で世の中に出て も夢 は叶え られません。だか ら私 は今を精一杯生 きよ うと思 いま

す。辛 くて も平気です。私には夢があ ります。何よ り強い味方です。私は こんな 自分 に生

まれた ことを誇 りに思 います。」

*事 後の感想;「 作者のよ うにな りた くないけれど,か とい って 自分がど うな りたいかが

分か らなか った。 しか しr作 者への手紙』を考 えて いるうちに,は っきりして きた。」

生徒Bの 事 例……玉 の緒 よ絶えなば絶えね なが らへば忍ぶ ることの弱 りもぞす る

○ 第3次 ワー クシー トbの 「意見 ・感想 」欄 に記入 した内容 と事後 に加筆 した内容

生徒Bは,ポ スターセ ッションで説明を聞 くうちに,こ の歌 に興味を もち始あた。

「この歌は私が学校にいるときと同 じ気持 ち。 こうい う恋 は してないけど,友 達がいない

ときの寂 しさは こんな感 じで,ど うしよ うもない感 じ。」

↓(こ の生徒が,ポ スターセ ッションの後で加筆 した部分の抜粋。)

私の周 りには,昔,い ろん な人がた くさんいたか ら,イ ヤな ことがあ って も乗 り越え る

ことがで きま した。で も今 は,一 人でいることがす ごく多 くな り,一 人で これか らや って

いかなければいけないとは思 うけ ど,耐 え られないときがあ ります。基本的に一人でい る

のは嫌 いです。友達が学校 に来ているか,毎 朝不安 にな ります。 「今 日行 って一人だ った

らイヤだな あ。休ん じゃお うかな。遅刻 しち ゃお うかな。早退 しち ゃお うかな。」そんな

ことで頭が いっ もいっぱいです。 そ して,い っその こと学校やあて しまお うか という気持

ちにな ることもあ ります。
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9.考 察

古典の授業は,ど うして も講義形式 にな り,現 代語訳や文法,文 学 史の説明に主眼が置か

れて しま うことがあ る。そ こで本単元で は,ま ず 自分で辞書 を引 いて一語一語 の意味を調べ

なが ら想像をふ くらませ、 自由な発想で和歌を読み取 ることとした。現代語訳 を しない こと

には,生 徒に も教師に も不安がなか ったわけで はない。 しか し不安なが らも自分で調べてい

くうちに,生 徒 は生 き生 きと楽 しそ うに想像をふ くらませ,解 釈には幅があ ること,短 詩型

文学 はお もしろいこと,さ らには一語一語の大切 さや意味 の深 さに気付 くところにまで至 っ

た。 この ことは,研 究授業を行 ったいずれの学 校で も同様 の学習活動が見 られ,逐 語訳や綿

密な文法指導がな くて も,内 容の理 解が可能であ ることが 明 らかになった。

また,豊 かに 自己を表現す るようになるためには,自 己の内面を見っめ るとともに,相 互

評価や 自己評価を積み重ね,次 第に深 め られた 自己を表 出 してい く必要がある。本研究 はそ

の点に重点を置 き,ポ ス ターセ ッシ ョンや,感 じたことを 「私の作品」 と して提示す ること

で,見 っあ直 した自己を意識化 させ表現 させた。 ポスターセ ッシ ョンの形式 は,文 字言語に

よる表現 と音声言語による表現の組 み合わせが 自由にで き,生 徒 には好評であ った。 なお,

グループでの話 し合いをスムーズにす るためには司会者をお き,進 行 メモを作成す るとい う

方法が考え られ る。

和歌の背景 や心情 を読み取 り,次 に 「私の作品」に発展 させ る学 習活動 において は,和 歌

に描かれた心情 に自分を置いた ことがないとい う声 も聞かれ たが,生 徒 は授業 を重ね るうち

に,「 作者 」に照 らし合わせた自己の在 り方を考 え,次 第 に自分 の表現 したい ものや 「表現

すべ き自己」が見えて きた。生徒の中には 「普段 自分の気持 ちや体験 を人に発表す る機会 は

あまりないので,難 しか った。」 とい う感想 を もっ者 もいたが,だ か らこそ このよ うな授業

は必要で あろう。一首について深 く考えた ことが,生 涯 にわた り,古 典 に親 しむ態度 を育て

る契機 ともなると考え る。今回 は和歌を教材 として実践 したが,他 の長文 の古典につ いて も

人物の心情や情景が,端 的に表れている部分 をと らえ,本 事例 と同様の方法で学習活動が設

定で きると考え るが,こ の ことにっいては今後の課題であ る。
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IVま とめ と今後の課題

1研 究のまとめ

言語によ り豊かに自己を表現す る力を育成 す るためには,生 徒が,認 識や伝達の基本であ

る言語の力を再認識 し,表 現す る内容や表現 す る方法を主体的 な学 習活動を通 じて 自ら見 い

だ してい くことが重要である。本研究 においては,自 己を表現す る内容 を,事 物 に対 したと

きの自分の思 いや考え として とらえるとともに,多 様な表現方法を提示 して,生 徒が 自分 に

合 った表現方法を選択で きるよ う指導法を工 夫 した。

rr付 箋ディベー ト』により,豊 か に自己を表現す る力を育て る指導の工夫」では,生 徒

各 自が選んだ新聞記事を教材 と し,「 付箋 デ ィベー ト」の学習活動を設定す ることによ って,

自分の思いや考えを的確に相手に伝 えることの楽 しさと難 しさを実感させ ることがで きた。

生徒 は,単 純化 され た画一的な表現で は自分の本当の思 いや考えが相手 に伝わ らないことを

体験的 に理解 し,自 分の考えを筋道立てて表現す る方法を段階的 に学習 して いった。

「小説の読解指導 との関連で,豊 かに自己を表現す るカを育て る指導 の工夫」で は,登 場

人物 との対比で 自分 自身について表現 した後,さ らにそ こか ら考えを深 めて 自己を表現す る

学習活動を設定 した。生徒 にとって身近で切 実な題材を提示 し,そ の状況 に自分 自身を置い

た ときの思 いや考えを表現す ることを通 して 自己を見つめ直させ ることで,生 徒が 自己を表

現す ることに積極 的に取 り組む姿勢が見 られ るよ うにな った。

「古典 の学習を通 して,豊 かに 自己を表現す る力を育て る指導の工夫」で は,生 徒が親 し

みを覚えやす い和歌や想像 をふ くらませやすい和歌 を教 材 と し,そ れ らを通 して 自分の思 い

や考えを表現す る授業を行 った。従来 と異な り現代語訳 を行わないことで,生 徒 は和歌か ら

直接的 に想像をふ くらませ,ポ スターセ ッションで,他 者の意見 を聞 く中で 自己の考えを深

めた り自由な発想 を自分に適 した方法で表現 した りす ることが可能 にな った。

いずれの指導事例 において も,自 分の思いや考えを表現 した くなる場面を設定す るために

は生徒の疑問や反発 に着 目して指導計画を立案す ることが,表 現活動 に対 して 自信 を もたせ

るためには学習活動を段階的 に設定するとと もに肯定的な観点で評価をす ることが重要であ

ることが明 らか にな った。また,表 現の内容を豊かに して い くためには,文 章か ら理解 した

内容 にっいての自分の思いや考えを一度書 き表 してか ら,そ れを基 に考えを深 めてい く方法

が有効であ った。

2今 後の課題

(1>「 豊かに 自己を表現す る」 ことの指導を年間指導計画の中で どのように位置付 けるか。

表現す るための内容 を充実 させつつ表現力の向上を 目指す には,体 系的,継 続 的な指導が

欠かせ ない。 したが って指導事項を系統化 して長期的な指導計画を作成 し,教 育課程への位

置付けについて研究す る必要が ある。

(2)生 涯学習の観点か ら,豊 かに自己を表現す る力を育てる指導を どのよ うに発展 させ るか。

教室 とい う同年代の生徒同士の意見交換の場で は ぐくまれ た表現 力が,社 会 の中で様 々な

場や相手に応 じて効果的 に活用 され るためには,常 にその場の状況や 人閤関係 に配慮で きる

能力や態度を身 に付け ることが必要であ る。 そのための指導の在 り方 にっ いて,研 究 を深め

てい くことが課題である。
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